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り ど み な 様 多 と 出 創 の ク ー リ ク た し に 基 を 跡 道 河 の 昔 

用 活 と 出 抽 の 源 資 境 環 地 緑 く づ 基 に 査 踏 地 敷 
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生 植 る す 茂 繁 が 種 来 外 し 燥 乾 、 り よ に 析 分 ・ 査 踏 の で 地 現 

・ 復 回 の 生 植 た し と 心 中 を 種 有 固 域 地 。 た し 認 確 を 状 現 の 

エ 、 ウ ソ ン リ ニ 、 ウ ソ イ レ ン エ ノ ナ バ オ オ 。 た っ 図 を 全 保 

ク 、 ウ ソ ュ ジ ク フ 、 レ ミ ス 、 リ ド タ イ オ オ 、 ク サ ゴ ン エ ゾ 
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す 栽 植 を 木 幼 た し 慮 考 を 生 植 の 域 地 。 た し 認 確 を 状 現 の 林 

ル カ ジ ロ コ エ て え 捉 て し と 系 の つ 一 を 畔 河 、 り よ に と こ る 

特 域 地 る が 広 に 域 流 川 内 札 。 た っ 図 を 出 創 の ク ー ワ ト ッ ネ 
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生 植 な 様 多 る た い に 域 水 ら か 域 陸 、 し 復 回 を 地 湿 の 内 地 敷 

は 性 様 多 の 類 本 草 。 た っ 図 を 出 創 の 境 環 地 緑 る す に 能 可 を 

植 水 抽 。 た し 目 着 に 点 る れ さ 右 左 く き 大 に 状 形 の ク ー リ ク 

ク の め た る す 出 創 を 境 環 な 様 多 る な と 家 棲 の 物 動 小 や 物 

ー ケ ス ド ン ラ つ つ し 慮 配 に 件 条 地 敷 、 し 討 検 を 状 形 ク ー リ 
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跡 道 河 る 残 に 内 地 敷 、 ら か 査 踏 の で 地 現 や 析 分 の 図 形 地 

査 調 。 た し 認 確 を 徴 特 の 丘 段 岸 河 、 水 流 伏 や ） ち み ず み （ 

植 る よ に 化 燥 乾 。 た っ 図 を 復 回 の ン ー ゾ 地 湿 に と も を 果 結 

成 育 ・ 全 保 を 花 草 の 域 地 し 制 抑 を 種 来 外 、 え 抑 を 化 変 の 生 
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路 園 、 地 湿 や 状 形 の ク ー リ ク 、 し 出 抽 を 徴 特 な 細 微 の 形 地 

な 様 多 の で ま 域 陸 ら か 域 水 。 た れ 入 り 取 に 画 計 置 配 の ど な 

つ に と こ す だ り く つ を 景 風 原 の 域 地 、 し に 能 可 育 生 を 木 草 
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源 資 観 景 の 有 特 域 地 が 観 景 川 河 の 域 流 川 内 札 と 脈 山 高 日 

地 敷 の 頃 た し 始 開 を 成 造 つ つ し 全 保 を ど な 林 レ ニ ル ハ の 存 既 

※本事例シートおよび記載内容の二次利用を禁止します

生物環境の保全と創出（山野草などの貴重種の保全：オオバナエンレイソウやフクジュソウなど） 

まちなみ・景観への配慮（地域景観に配慮した配置や高さ：周辺緑地の稜線に配慮した建築計画） 

まちなみ・景観への配慮（河畔林の保全と湿地の回復：クリークなどによるエコトーンの創出） 

地域性・アメニティへの配慮（自然に触れるランドスケープ空間の提供：微地形を活用した場づくり） 

生物環境の保全と創出（野生小動物の生息域の確保：エコロジカルネットワークの強化）     　 ． 1 . 3 Q 

生物環境の保全と創出（地域郷土種への配慮：敷地内の自然資源の踏査） 
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